
　富山県南砺市を中心に、砺波市、小矢部市、高岡市へLPガスを供給している中越
産業株式会社。本社のあるJR福野駅の隣・高儀駅前には自社の充填工場を構え、地域
に密着した体制を整えている。ガス燃料販売のほか、上下水道工事や住宅リフォー
ムなどの事業も展開し、創業75年以上にわたり地域の暮らしを支え続けてきた。長
年の実績と深い信頼関係をもとに、安心・安全もお届けしている企業である。

中越産業株式会社

　集中監視は以前から採用していたものの、近年は固定電話を持たない顧客が増
え通信に電話回線が使えない状況が発生していた。そこで顧客回線に依存しない
LPWAを導入した。申請は初めてだが、既に取り組み開始していた部分もあり、補
助金採択が計画的導入の後押しになればと申請に踏み切った。
　導入の目的は「緊急時の迅速な情報取得、安定的な保安体制の強化。主目的は業
務効率化ではなく、顧客の安心と満足度向上」と野澤 隆英氏（取締役LPガス部部
長）。ガスが出ないなどの非常事態では、顧客は大きな不安を抱くが、顧客が気づく
前にこちらが異常を把握し連絡できれば安心を提供できる。
　申請や機器設置は、メーカーからの助言を受けて進めていたが、設置時期が繁忙
期と重なり、人員・時間ともに余裕がなく、実働１名で200台を設置するという厳
しい状況に。そこで、機器取付用にあらかじめ切断した配線の事前準備、同一地域
をまとめた効率的な施工、通常業務を他メンバーに分散し担当者が設置に専念す
るなど、社内での準備や調整を行いながら進めていった。

顧客保安を守るためのLPWA導入
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　設置後について、野澤氏は「LPWAを取り付けることで合理的な配送が実現して
いることは間違いない。しかしガス会社としての最も重要な使命は、まず安心・安
全に使っていただけること。ガス切れを起こさないことも大切な保安要素であり、
LPWA導入はその向上にもつながっている」と話す。一方、遠隔遮断については「緊
急性の高い場合は実施することもあるが、最終的には必ず訪問し安全確認を行う」
と強調。迅速な現地確認を基本とし、合理化はあくまで副次的な価値という位置づ
けだ。検針業務についても負担が軽減され、既存業務に割ける時間を有効に活用で
きている。
　検針業務が減っても「訪問機会をゼロにはしない」と明言。顧客と直接会ってこ
そ築ける安心・信頼があるとの考えから、年4回ニュースレター「ちゅうさんニュー
ス」を発行し、従業員でポスティングしてお届け。社内の話題やガス機器紹介に加
え、保安についても力を入れ情報発信し
ている。同社は集中監視システムを
「TOSS24（トータルオンラインセーフ
ティシステム24）」と呼称。ニュースレ
ターでもTOSS24により、1年間365日・
24時間安心して使用できることを周知
している。

「保安を最優先に」 LPWA導入後もゆるぎないガス会社としての使命

　「保安優先」の観点で、将来的には設置率100％を目指す。今後も、地域に根差し
たガス会社として顧客本位の姿勢を維持しつつ、保安体制のさらなる強化とサー
ビス向上を目指し、日々安心・安全を提供していく。

地域と顧客へ安心を届けるために

JR高儀駅近くにある自社充填工場

ニュースレター「ちゅうさんニュース」で設置の周知



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


